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１．概要（Summary） 

X 線 1 分子計測法は金属ナノ結晶を観測プローブとし、

放射光白色 X 線を観測光として蛋白質の分子内構造変

化を動画計測する観測法である。本研究では、観測プロ

ーブとして利用できる金ナノ結晶をサイズ制御して作製し、

応用の可能性について検討した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

大面積超高速電子線描画装置、電子サイクロトロン共鳴

イオンビーム加工装置、超高分解能電界放出形走査電

子顕微鏡、電子線蒸着装置 

【実験方法】 

電子線蒸着装置を用いて金薄膜を製膜した基板上に

塗布したフォトレジストを大面積超高速電子線描画装置

でパターンニングし、ドライエッチングすることにより、金薄

膜のナノスケールでのパターンニングを実現した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

基板上に金薄膜蒸着を行い、作製した金薄膜に直接

描画し基板上でナノパターンニングを実現した。アイラン

ド状にパターンニングされた金薄膜のアニーリング条件

をナノハブ外の施設で検討した。アイランド状に形成した

金ナノ粒子の結晶性の評価を別途、放射光施設

(SPring-8)にて行った。その結果、X 線回折能をもつ金

ナノ粒子を得ることができた。 

 X線 1分子動態計測法では、観測プローブのサイズが

蛋白質の分子内運動の計測結果にどのような影響を及

ぼすか、その評価が重要である。本研究の成果によって、

観測プローブである金ナノ結晶のサイズと、蛋白質の運

動の相関を解析することが可能であることを示す重要な

成果となった。 
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Fig.1 Island patterning of gold thin film 

A. A SEM image for the patterned gold thin 

film. B. An example of a diffraction spot from 

the gold nanoparticle at synchrotron facility.  

 

 


